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（開催会場別）

鹿児島市
２１

大分市
２５

熊本市
１４

福岡市
２２

長崎市
４５

大分県
２６

熊本県
１４

佐賀県
８
山口県
３

福岡県
１４

鹿児島県
１９

長崎県
４１
宮崎県
２

（出身県別）

（学年別）

大学４年
２０

大学３年
２１

大学２年
２１

大学１年
４１

短大２年
１０

短大１年
１４

ＮＡ
６
１５

態度不明
０
３

必要だとは思わない
２２
４

必要だと思う
６０
７８

昨（平成１７）年度
今（平成１８）年度

［あの人は今］

昨年度に引き続き、今年度も１０月１日と７日及び８
日に、長崎市ほか４か所で地区別懇談会を開催しまし
た。
全会場で１２７名の参加があり、昨年度に比べて１６名

の増加でした。大学側からは学長以下教員と職員を合
わせて長崎会場は２３名で他の会場９名から１１名の構成
で参加しました。
昨年度は、大学開設以来初めての実施でしたので、

いただいたアンケートの意見を下に、今年度は３つの
点で見直しを行いました。
その１は、開催場所を２か所から５か所に増やしま

した。その２は、文化講演に代えて在学生と卒業生に
よる学生生活の経験報告を行いました。その３は、懇
談会開始時間を早めて、説明・報告をきちんと行うと
ともに可能な限り質疑応答の時間を確保しました。
開催会場を増やしたことで、熊本県、大分県、鹿児

島県ご出身の保護者の参加が大きく増えました。

懇談会は、大学側から、学生生活、キャリア支援、
海外留学の３点を中心に報告し、質疑応答の後、昼食・

懇談を行い、午後から在学生・卒業生による経験報告
と教育個別相談（希望者）という進行次第で行いました。
懇談会の運営につきましては、ご出席いただいた保
護者の皆様方のご協力もいただいて多くの方の評価を
いただきました。特に、学生の経験報告は、同県出身
者という身近な学生であったこと、自らの経験を丁寧
に真剣に報告したことが参加者に強い印象を与え、参
加者のほとんどの方から賛辞をいただきました。
大学からの、昨年に引き続き「保護者会（仮称）設
立」に関するご提案をさせていただきました。
保護者の皆様からのアンケートの結果は別表のとお
りとなっております。ご意見の中には、過保護は必要
ない等の立場から厳しい意見も寄せられておりますが、
大学との連携、情報交換の重要性や大学のご支援をと
の温かいご意見もたくさんいただいております。これ
らのご意見を受けまして、来年度発足に向けてのご相
談をご提案させていただきたいと思っております。

全会場とも、保護者の皆様のご協力をいただきなが
ら、無事、予定したスケジュールで終わることができ
ましたことを感謝申し上げます。
９９名の参加者の皆様方から、貴重なアンケートをい
ただきました。各項目にわたりまして、延べ１３４件の
貴重なご意見をいただきました。長崎外国語大学・長
崎外国語短期大学の教職員一同、ご意見にお応えでき
るよう、教育・研究、大学運営に努めてまいりたいと
考えております。
拙文ではありますが、地区別懇談会の御礼と報告に
代えさせていただきます。 （文責：事務局長 土井信義）

～～～～～～～～～～～～同同同同同同同同同同同同窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓生生生生生生生生生生生生、、、、、、、、、、、、教教教教教教教教教教教教員員員員員員員員員員員員のののののののののののの顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔

鹿児島市内の天文館に、シャレたワインバーがある。その
名も「ワインケラー池畑」本学池田学長一押しの店である。
ここのマスターは、日本ソムリエ協会九州支部監事池畑
文二さん（外語短大第１６期卒）。奥様の隆子さん（旧姓森永）
とは、同じ泉町キャンパスで青春を謳歌された同窓生であら
れる。
ここでは、ワイン好きにはたまらない美味しいワインを提
供してくれる。隆子さんの手料理がまた、ほほがとろけ落ち

そうになる程絶品である。
鹿児島へお寄りの際には、
是非足を運んでいただきた
い。

今
年
で
５６
回
目
を
迎
え
た
外
語

祭
が
、
十
一
月
三
日
�
四
日
�
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
十
数
年
ぶ
り

に
芸
能
人
を
招
い
て
の
開
催
と

な
っ
た
。
や
っ
て
来
た
の
は
お
笑

い
芸
人
「
江
戸
む
ら
さ
き
」
ら
三

組
。
学
生
達
に
は
結
構
受
け
た
よ

う
だ
。
他
に
も
恒
例
の
フ
ラ
メ
ン

コ
部
に
よ
る
踊
り
、
留
学
生
に
よ

る
ヨ
サ
コ
イ
踊
り
。
模
擬
店
を
散

策
す
れ
ば
所
々
に
各
国
の
料
理
を

お
い
し
そ
う
に
頬
張
る
微
笑
ま
し

い
姿
が
目
立
つ
。
近
隣
の
住
民
に

も
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
も
集
ま
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

文
化
祭
栄
え
る
と
こ
ろ
に
学
園
の

繁
栄
あ
り
。
今
後
の
外
語
祭
に
期

待
し
た
い
。

鹿児島市東千石９‐７
（イワサキホテル裏通り

若松ビル地下）
TEL０９９‐２２６‐４３３４

第
５６
回
外
語
祭

「「
ＳＳ
ＨＨ
ＡＡ
ＫＫ
ＥＥ
ＨＨ
ＡＡ
ＮＮ
ＤＤ
ＳＳ
」」
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スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会
のの
実実
施施
にに
つつ
いい
てて

保
護
者
の
皆
様
、
同
窓
会
の
皆

様
、
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
学
生
支
援
室
か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
つ
い
て
御

報
告
い
た
し
ま
す
。

長
崎
外
国
語
大
学
と
長
崎
外
国

語
短
期
大
学
で
は
、
例
年
五
月
の

中
旬
頃
、
新
入
生
の
歓
迎
と
学
生

同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
合

同
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
五
月
十
六
日
�

に
、
全
学
を
一
日
中
休
講
に
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

男
子
の
部
は
フ
ッ
ト
サ
ル
、
女

子
の
部
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
二
種

目
の
み
で
し
た
が
、
男
子
は
十
七

チ
ー
ム
、
女
子
は
十
七
チ
ー
ム
に

教
職
員
二
チ
ー
ム
を
加
え
十
九

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
の
チ
ー
ム
は
、
ク
ラ
ス
単

位
或
い
は
仲
間
、
気
の
合
う
者
同

士
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
和
気

藹
々
の
中
に
も
勝
ち
に
行
く
姿
勢

が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
成
績

は
、
男
子
の
部
が
優
勝
鶏
裸
体
、

二
位
＋
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
三
位
ヨ
ガ
王

国
、
女
子
の
部
が
優
勝
我
武
者
羅

排
球
部
、
二
位
フ
レ
ン
ジ
ャ
イ
、

三
位
ゴ
リ
だ
よ
で
し
た
。
賞
品
と

し
て
学
友
会
か
ら
、
夫
々
に
ク
オ

カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

教
職
員
チ
ー
ム
は
、
大
会
を
盛

上
げ
る
べ
く
、
上
は
六
十
歳
を
超

え
た
人
か
ら
下
は
三
十
歳
台
ま
で

の
男
女
混
合
で
即
席
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
初

め
の
う
ち
は
何
と
か
勝
ち
進
ん
で

い
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
年
に
は

勝
て
ず
、
勝
ち
進
む
に
つ
れ
て
日

頃
の
運
動
不
足
が
た
た
り
、
女
子

学
生
と
は
い
え
若
さ
と
体
力
の
差

（
も
っ
と
も
技
術
の
差
も
あ
り
ま

し
た
が
）
で
、
惨
敗
の
憂
き
目
に

逢
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
さ

ん
達
と
一
緒
に
出
来
た
満
足
感
と

心
地
よ
い
疲
労
感
を
味
わ
う
こ
と

が
出
来
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
実
施
予
定
の

男
子
の
部
が
、
体
育
館
で
の
実
施

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
女
子
の
部
と

半
コ
ー
ト
ず
つ
の
使
用
と
な
り
、

大
会
の
進
行
に
多
少
の
影
響
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
き
な
怪
我
や
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
の
学
生
支
援
室

と
し
て
も
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
学
生
数
は
約
二
五
〇
名
で
、

全
学
生
数
の
三
分
の
一
に
あ
た
り

ま
す
。
例
年
こ
れ
位
で
す
が
、
す

こ
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
後
学
友
会
と
も
話
し
合
い
、
多

く
の
学
生
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

種
目
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

長
崎
外
国
語
大
学
と
長
崎
外

国
語
短
期
大
学
を
擁
す
る
「
長

崎
学
院
」
は
、
終
戦
の
年
で
あ

る
一
九
四
五
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
原
爆
の
傷
跡
も
生
々
し

い
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
い
て
、
世
界
平
和
と
人
類

の
共
存
共
栄
の
た
め
に
は
、
外

国
語
を
理
解
し
、
異
な
る
国
の

人
々
と
真
に
対
話
で
き
る
若
者

を
育
て
る
の
が
急
務
で
あ
る
と

い
う
信
念
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
六
十
年
に
わ
た
り
外

国
語
教
育
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
き

ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
こ
の
六

十
年
の
歴
史
を
記
念
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
現
在
進
行

中
の
も
の
も
含
め
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

●
記
念
誌
編
纂
開
始

校
内
に
六
十
周
年
記
念
誌
編

纂
室
を
設
け
、
編
集
委
員
会
お

よ
び
委
員
を
組
織
し
、
記
念
誌

の
編
纂
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

発
行
予
定
は
二
〇
〇
七
年
十
一

月
で
す
。
編
集
作
業
の
進
捗
状

況
は
随
時
報
告
致
し
ま
す
。

●
「
６０
年
の
あ
ゆ
み
」

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
発
行

二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
六
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
６０
年

の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
関
係
各
位
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

●
記
念
式
典
と
記
念
植
樹

二
〇
〇
五
年
十
二
月
三
日
�

六
十
回
目
の
創
立
記
念
日
に
創

立
六
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
本
学
四

階
ホ
ー
ル
。
初
代
宗
教
主
任
緒

方
純
雄
先
生
に
よ
る
記
念
説

教
・
祝
祷
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
後
は
、
本
学
敷
地
内

に
て
記
念
植
樹
を
行
い
、
そ
の

後
本
学
学
生
食
堂
に
て
記
念
昼

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
記
念
品
作
成
・
配
布

記
念
品
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教

と
縁
が
あ
り
本
学
女
子
寮
の
名

前
で
も
あ
る
「
葡
萄
の
房
」
を

あ
し
ら
っ
た
金
色
の
栞
を
作
成

し
、
式
典
参
加
者
や
在
学
生
に

配
布
し
ま
し
た
。

●
寄
贈
図
書

教
職
員
よ
り
六
十
周
年
の
寄

附
金
を
募
り
、
図
書
館
に
図
書

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
同
窓
会
か

ら
も
同
様
の
寄
贈
が
あ
り
、
記

念
寄
贈
図
書
と
し
て
九
百
余
冊

が
本
学
図
書
館
の
蔵
書
に
加
わ

り
ま
し
た
。

今
後
と
も
本
学
の
発
展
の
た

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

六六六六六六六六六六六六六六六六六
十十十十十十十十十十十十十十十十十
周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念
事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業

二
〇
〇
六
年
度
春
学
期
行
事
紹
介
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ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学

英
語
ア
メ
リ
カ
文
化
コ
ー
ス

大
学
三
年

陣
川
の
ぞ
み

留
学
を
終
え
て
、今

ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
化
コ
ー
ス

大
学
三
年

改
發

加
奈

聖
書
雑
感
�一

留
学
期
間：

二
〇
〇
五
年
九
月
〜

二
〇
〇
六
年
八
月

留
学
先
大
学：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
校

ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
こ
と
は
、

私
が
高
校
生
の
と
き
に
ア
メ
リ
カ

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
時

か
ら
の
夢
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

行
く
前
は
、
日
本
人
と
し
て
日
本

の
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
が

ア
メ
リ
カ
で
本
当
に
何
を
し
た
い

の
か
を
よ
く
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｎ
Ｙ
か
ら
来
て
い
る
留
学
生
に
Ｎ

Ｙ
に
つ
い
て
聞
き
、
少
し
で
も
自

分
の
留
学
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

今
、
十
ヶ
月
間
の
留
学
生
活
を

振
り
返
る
と
、
私
は
本
当
に
人
と

の
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
り
親
友

で
あ
る
Ｊ
ｅ
ｎ
は
、
私
に
英
語
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
と
一
緒
に

毎
日
ジ
ム
へ
行
き
、
夕
食
を
食
べ
、

一
緒
に
勉
強
し
、
遊
び
に
行
き
ま

し
た
。

イ
ー
ス
タ
ー
に
は
、
彼
女
の
家

に
滞
在
し
、
彼
女
の
家
族
と
も
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の

家
族
が
Ｎ
Ｙ
へ
遊
び
に
来
た
際
に
、

Ｊ
ｅ
ｎ
に
私
の
家
族
を
紹
介
で
き

た
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
思
い
出

で
す
。
Ｊ
ｅ
ｎ
無
し
に
は
、
私
の

留
学
生
活
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
他
に
も
、
私
は
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
友
人
に
出
会
い
、
彼

ら
と
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し
、

世
界
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
留
学
す
る
と
い
う
と

き
に
、
た
だ
英
語
を
勉
強
し
に
行

く
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
国
に
行
き
、
実
際

に
住
ん
で
み
た
か
ら
こ
そ
、
分
か

る
こ
と
が
本
当
に
多
く
あ
り
ま
す
。

私
は
十
ヶ
月
間
、
ア
メ
リ
カ
と
い

う
国
に
本
気
で
住
み
、
本
気
で
勉

強
し
ま
し
た
。
帰
り
の
飛
行
機
の

中
で
私
は
も
う
何
も
悔
い
は
無
い

と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
充
実

し
、
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た

と
い
う
達
成
感
を
初
め
て
感
じ
た

の
で
す
。

さ
ら
に

私
は
、
ア

メ
リ
カ
に

滞
在
中
に

多
く
の
人

に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。

外
大
に
は

毎
年
、
多

く
の
留
学
生
が
や
っ
て
き
ま
す
。

彼
ら
が
困
っ
て
い
た
り
、
不
安
に

な
っ
て
い
た
り
し
た
ら
、
自
ら
進

ん
で
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま

す
。ア

メ
リ
カ
を
肌
で
感
じ
だ
十
ヶ

月
。
私
の
人
生
に
希
望
と
自
信
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

留
学
期
間：

二
〇
〇
五
年
九
月
〜

二
〇
〇
六
年
八
月

留
学
先
大
学：

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
大
学

「
ド
イ
ツ
語
を
学
び
始
め
た
か

ら
に
は
、
ド
イ
ツ
に
行
き
た
い
」

こ
れ
が
私
の
留
学
志
望
動
機
で
し

た
。
私
の
ド
イ
ツ
へ
の
憧
れ
は
強

く
、
一
直
線
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
帰
国
し
た
現
在
、
私
は
達
成

感
と
と
も
に
自
分
自
身
の
変
化
を

感
じ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
の
一
年
は
、
良
く
も

悪
く
も
内
容
の
濃
い
も
の
で
し
た
。

毎
朝
語
学
学
校
に
通
い
、
午
後
は

友
人
た
ち
と
連
れ
立
っ
て
街
へ
。

夜
に
な
っ
て
寮
に
帰
っ
て
く
る
と

キ
ッ
チ
ン
で
様
々
な
国
か
ら
来
て

い
た
学
生
た
ち
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
ま
し
た
。
週
末
は
休
む
間
も
な

く
旅
行
に
行
っ
た
り
、
映
画
に

行
っ
た
り
。
新
し
く
で
き
た
友
人

と
ド
イ
ツ

語
で
会
話

を
し
な
が

ら
過
ご
す

毎
日
が
楽

し
く
て
し

か
た
が
あ

り
ま
せ
ん

で
し
た
。

遊
ん
で
ば
か
り
い
る
様
な
生
活

で
す
が
、
同
じ
く
ら
い
に
苦
し
い

思
い
も
し
ま
し
た
。
言
葉
の
壁
に

ぶ
つ
か
っ
て
引
き
こ
も
っ
た
こ
と
。

価
値
観
や
性
質
が
あ
ま
り
に
違
っ

て
、
人
と
話
す
こ
と
が
怖
く
な
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
長
く
辛

い
思
い
を
し
た
の
は
ビ
ザ
の
問
題

で
し
た
。
始
め
は
書
類
の
不
備
で

短
期
間
の
ビ
ザ
し
か
発
行
し
て
も

ら
え
ず
、
そ
の
後
何
度
も
外
人
局

に
足
を
運
び
ま
し
た
。
結
局
う
ま

く
い
か
ず
、
八
月
ま
で
の
ビ
ザ
を

受
け
取
っ
た
の
は
五
月
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
を
担

当
し
て
い
た
女
性
職
員
が
以
前
か

ら
頻
繁
に
ア
ジ
ア
人
学
生
と
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
と
知
っ
た

の
で
す
。

自
分
が
「
外
国
人
」
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
知
っ
た
気

持
ち
や
経
験
、
そ
し
て
後
悔
。
そ

れ
ら
は
私
を
一
歩
大
人
へ
と
近
づ

け
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

留
学
を
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な

か
っ
た
変
化
を
本
当
に
嬉
し
く
思

い
、
傍
に
い
て
く
れ
た
友
人
や
支

え
て
く
れ
て
い
た
家
族
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

小
西

哲
郎

「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、
真
理
で

あ
り
、
命
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書
一
四
章
六
節
）

長
崎
外
国
語
大
学
・
長
崎
外
国

語
短
期
大
学
の
校
章
は
、
三
つ
の

Ｖ
を
重
ね
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
はV

IA
V

E
R

I-
TA

S
V

ITA

（
ラ
テ
ン
語
で
「
道
・

真
理
・
命
」）
の
頭
文
字
で
、
上

記
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉

か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
す
。
道
、

真
理
、
そ
し
て
命
な
る
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
象
徴
す
る
こ
の
校
章

は
、
学
院
創
立
二
〇
周
年
を
記
念

し
て
一
九
六
五
年
一
二
月
に
制
定

さ
れ
た
も
の
で
、
本
学
が
キ
リ
ス

ト
教
精
神
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
イ
エ
ス
の
言
葉

は
、
弟
子
の
ト
マ
ス
の
質
問
「
主

よ
、
ど
こ
へ
行
か
れ
る
の
か
、
わ

た
し
た
ち
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
、
そ
の
道
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。」（
五

節
）
を
受
け
て
言
わ
れ
た
も
の
で

す
か
ら
、「
わ
た
し
は
…
」
で
は

な
く
、「
わ
た
し
が
（
そ
の
）
道

で
あ
り
、
…
」
と
訳
す
べ
き
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。「
わ
た
し
は
…
」

だ
と
、
そ
の
文
が
文
脈
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。（
ち
な

み
に
、ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
の「
道
・

真
理
・
命
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
定
冠

詞
が
つ
い
て
い
ま
す
。）「
は
」
と

「
が
」、
一
文
字
の
違
い
で
す
が
、

そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
敏
感
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。

（
学
院
宗
教
主
任
）
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な
が
さ
き
県
民
大
学
主
催
講
座

なな
がが
ささ
きき
県県
民民
大大
学学
主主
催催
講講
座座～～～～

編

集

後

記

「
な
が
さ
き
県
民
大
学
」
と
連

携
し
た
、
十
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座

を
平
成
十
八
年
度
の
秋
学
期
に
本

学
に
て
開
講
し
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
を
『
今
日
的
問
題
の
諸
相
―
市

民
と
と
も
に
考
え
る
―
』
と
し
、

歴
史
的
・
国
際
的
な
観
点
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
「
長
崎
で
は
…
」

の
視
点
を
加
え
て
現
在
的
な
問
題

を
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考

察
す
る
講
座
と
し
ま
し
た
。
十
二

月
一
日
現
在
で
は
、
既
に
九
回
が

滞
り
な
く
終
了
し
て
い
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

長
崎
市
寄
附
講
座

二
〇
〇
六
年
度
秋
学
期
、
長
崎

市
寄
附
講
座
（
本
学
学
生
対
象
）

と
し
て
全
十
四
回
の
講
義
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。『
長
崎
を
舞
台
に

し
た
国
際
交
流
―
過
去
・
現
在
・

未
来
―
』
と
題
し
多
く
の
本
学
内

外
か
ら
多
彩
な
講
師
を
迎
え
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
各
講
師
の
先
生
方
に
は
、

表
題
ど
お
り
長
崎
と
国
際
交
流
の

過
去
・
現
在
・
未
来
を
主
題
に
幅

広
い
視
点
か
ら
の
講
義
を
依
頼
し

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
国
際
交
流
を
担
う
受
講
生
は
、

本
講
座
で
ま
た
多
元
的
な
視
野
を

備
え
、
未
来
の
社
会
に
貢
献
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

西
フ
ラ
ン
ス
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
の

国
際
交
流
二
十
周
年
記
念
行
事

フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
市
に
あ

る
西
フ
ラ
ン
ス
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

と
長
崎
外
国
語
大
学
は
交
流
二
十

周
年
を
祝
い
、
二
〇
〇
六
（
平
成

十
八
）
年
九
月
五
日
ア
ン
ジ
ェ
で

記
念
式
典
を
行
っ
た
。
式
典
は
西

フ
ラ
ン
ス
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
ル

ソ
ー
学
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
本

学
池
田
学
長
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
す

ば
ら
し
い
挨
拶
を
さ
れ
、
参
加
者

の
賞
賛
を
あ
び
た
。
そ
の
後
、
二

十
年
の
交
流
を
記
念
す
る
調
印
式
、

記
念
植
樹
と
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
学

長
主
催
の
昼
食
会
が
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
と
り
行
わ
れ
た
。
短

大
時
代
か
ら
数
え
、
ア
ン
ジ
ェ
に

短
期
、
長
期
で
留
学
し
た
学
生
の

数
は
四
〇
〇
人
以
上
に
な
る
。
四

大
発
足
後
は
長
期
留
学
す
る
学
生

の
数
が
増
え
て
お
り
、
今
後
ま
す

ま
す
の
交
流
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

春
秋
の
受
勲
・
褒
章

〈
瑞
寳
中
綬
賞
〉
光
田

明
正

長
崎
外
大
・
短
大
前
学
長

（
十
一
月
九
日
秋
の
園
遊
会
に
出
席
）

「
永
年
教
育
事
業
に
携
わ
り
私
立

学
校
教
育
の
振
興
に
貢
献
し
た
。」

〈
藍
綬
褒
章
〉
古
賀

貞
夫

学
校
法
人
長
崎
学
院
監
事

「
中
立
で
公
正
な
選
挙
の
啓
発
と

普
及
活
動
に
尽
力
し
た
。」

〈
旭
日
双
光
賞
〉

橋
口
平
八
郎
さ
ん（
短
大
一
部
二
回
生
）

（
元
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長
）

「
多
年
に
わ
た
り
選
手
と
指
導
者

の
育
成
、
強
化
に
尽
力
し
た
。」

山
口

寛
さ
ん（
短
大
二
部
三
回
生
）

（
元
長
崎
市
議
）

「
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
推

進
と
発
展
に
貢
献
し
た
。」

＊
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
日
、
前
職
場
で
あ
る
Ｔ
大
学

に
何
気
な
く
行
っ
て
み
た
。
も
う

か
れ
こ
れ
十
五
年
の
月
日
が
流
れ

て
い
る
の
だ
が
。
行
っ
て
み
て
驚

い
た
。
十
五
年
の
間
、
大
き
く
変

貌
を
遂
げ
て
い
た
の
だ
。
校
舎
は

倍
に
増
え
、
大
学
院
も
設
置
。
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
伝
言
掲
示
板
、
証

明
書
自
動
発
行
機
、
学
生
が
つ
い

寄
り
た
く
な
る
よ
う
な
ハ
イ
セ
ン

ス
な
国
際
セ
ン
タ
ー
。
全
世
界
の

国
旗
が
所
狭
し
と
聳
え
立
つ
図
書

館
。シ
ャ
レ
た
正
門
。ど
れ
を
と
っ

て
も
大
き
く
発
展
し
て
い
た
。
埼

玉
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
田
舎
に

あ
る
Ｔ
大
で
あ
る
が
、
そ
の
校
舎

の
空
間
だ
け
は
別
世
界
で
あ
っ
た
。

本
学
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。

施
設
が
全
て
で
は
な
い
が
、
学
生

が
通
い
た
く
な
る
よ
う
な
校
舎
、

及
び
学
生
サ
ー
ビ
ス
。
そ
れ
に
裏

づ
け
さ
れ
る
充
実
し
た
教
育
。
ソ

フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
か
ら
両
面
で

攻
め
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
あ
ら
た
め

て
実
感
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
広
報

誌
。
そ
の
創
刊
号
発
刊
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
致
し
ま
す
。（
中
村
淳
）

講
師
・
講
座
テ
ー
マ

一

戸
口
民
也
本
学
教
授

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
視
点
』

二

山
川
欣
也
本
学
教
授

『
ア
メ
リ
カ
社
会
の
姿
』

三

史
跡
料
亭
花
月
営
業
部

加
藤
貴
行
氏

『
龍
馬
が
見
た
長
崎
』

四

堺
雅
志
本
学
教
授

『
言
葉
遣
い
は
乱
れ
て
い
る
か
』

五

仲
矢
信
介
本
学
助
教
授

『
言
語
史
か
ら
見
た「
ら
抜
き

こ
と
ば
」』

六

松
本
充
豊
本
学
助
教
授

『「
歴
史
的
環
境
」と
開
発
を

考
え
る
』

七

長
崎
歴
史
文
化
研
究
所
長

原
田
博
二
氏

『
長
崎
の
今
と
昔
』

八

坪
井
明
典
本
学
教
授

『
フ
リ
ー
タ
・ニ
ー
ト
増
の
背
景
』

九

新
井
信
之
本
学
教
授

『
憲
法
改
正
論
の
問
題
点
に
つ

い
て
』

十

加
島
巧
本
学
教
授

『
小
学
校
で
の
英
語
教
育
を

考
え
る
』

調印式のようす
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